
津波防災の日（11月５日）津波防災の日（11月５日）津波防災の日（11月５日）
　平成23年の東日本大震災では、津波によって
多くの人命が失われました。これを受けて、「津
波対策の推進に関する法律」が制定され、毎年
11月５日が「津波防災の日」と決められました。
この日は安政元年（1854年）11月５日の安政南
海地震（M8.4）で和歌山県を津波が襲った際に、
稲に火を付けて、暗闇の中で逃げ遅れていた人た
ちを高台に避難させて命を救った「稲むらの火」
の逸話に由来しています。
　気象庁は、地震が発生した時には地震の規模
や位置をすぐに推定し、約３分を目標に、大津波
警報、津波警報または津波注意報を発表します。このとき、予想される津波の高さは、通常は５段階の数
値で発表しますが、巨大地震に対しては、精度の良い地震の規模をすぐに求めることができないため、予
想される津波の高さを「巨大」や「高い」という言葉で発表し、非常事態であることを伝えます。
　津波から命を守るために、津波警報が発表されたときや、海岸付近で強い揺れや弱くてもゆっくりとした
長い揺れを感じたらすぐに避難を開始しましょう。また、日頃から避難経路や避難場所を把握しておき、
避難訓練を行うなど備えが重要です。

地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信 vol.23
　トナカイ観光牧場で青いケシが咲き始めた頃に植えたデルフィニウムの苗が、他の植物の世話や夏のイベ
ントのため世話をかまけていたら、二月ほどすると見事に茂った草の中に埋もれてしまいました。陽も当たら
ずほとんど生長していません。これは大変！ デルフィニウム救出作戦を開始し、他の作業の合間に、陽が当
たるように花の周りだけでも、と草取りをしました。すると、9月過ぎてからはちらほらと開花してくれました。
　10月のある月曜日、バスツアーのお客さまがみえました。トナカイを案内した後の一コマ。
　「あっちはなに？」「ノースガーデンといって、北方圏の花を主に育てています。」「青いケシって聞くけど、
どこにあるの？」「こちらですけど、花の時期は6月中旬から7月で今は咲いていません。」「向こうに見える青
い花は？」「はい、あれはデルフィニウムです。」「そうかあれがデルフィニウムね。」 ... 「青いケシは見られなく
て残念だったけど、デルフィニウムが見られてよかったわ。青いケシの時期にまた来たいわ。」「ぜひまたいら
してください。」
　喜んでもらえ、草取りの努力が報われた瞬間でした。
　取っても取っても、すぐ生えてくる草取りを通して感じたこと。
　「草に覆われてしまっても消えてしまわず、周りの草を取ることで元気に成長してくれたデルフィニウムの生
命力の強さに感心」「全部の草を取り除くのは無理だけど、草も緑のじゅうたんとして、刺身のツマのように
花を盛りたてる脇役として見せる工夫をするのも一つの方法かな」「雑草と呼ばれる植物（雑草という草はな

いのですが）も花が咲いたときはきれいに見えるものもある
（例えばタンポポやコウリンタンポポ）ので、花として活用す
ることもできるのでは」などなど。
　花壇整備の作業を通して、「花の見せ方＝花壇のデザイン」
の必要性を感じました。また、植物だけでなく花壇を楽しん
でもらうためのアイテムを取り入れる方法もあるのではと感じ
ています。これからは、いろいろな課題を踏まえて来年に向
けての準備をしていこうと考えています。

地域おこし協力隊　丸田

お問い合わせ先：稚内地方気象台　電話：0162-23-2679

津波予報区単位

草の中のデルフィニウム

違反運転者講習（2時間）
　11月７日15時から
　　天塩町社会福祉会館
初回更新者講習（2時間）
　11月７日10時から
　　天塩町社会福祉会館
一般運転者講習（１時間）
　11月７日13時45分から
　　天塩町社会福祉会館
優良運転者講習（30分）
　11月７日13時から
　　天塩町社会福祉会館

　交通事故による死傷者数は年々減少傾
向にあるものの、平成28年の事故発生件
数は約50万件、死傷者数は約62万人と、
国民の誰もが交通事故の被害者にも加害
者にもなり得る極めて深刻な状況となっ
ています。
　交通事故は車社会の負の部分であり、
被害者にとっても加害者にとっても悲惨
な結果をもたらすものです。
　自賠責保険・共済は、全てのクルマ・
バイク1台ごとに加入が義務付けられてお
り、加害者の賠償責任を担保することで、
被害者の基本的な賠償を保障する制度で
あり、被害者の救済を目的としています。
　一人一人が、より一層自賠責制度の役
割や重要性、保険金・共済金の支払いの
仕組みなどを十分に理解・認識すること
がとても大切です。

自賠責保険・自賠責共済のご案内自賠責保険・自賠責共済のご案内

運転免許更新時講習
のお知らせ

運転免許更新時講習
のお知らせ

　北海道では天塩沿岸海岸保
全基本計画の変更にあたり、
住民の皆さんのご意見をお聴
きすることとしています。
　つきましては、変更案を次
のとおり縦覧しますので、ご
意見のある方は、平成29年
12月28日（木）までに、縦
覧場所の各課へ書面（任意様
式）で提出してください。
・縦覧期間　11月20日（月）
～ 12月19日（火）
・縦覧場所　幌延町役場建設
管理課管理グループ、宗谷
総合振興局稚内建設管理部
事業室治水課、宗谷総合振
興局産業振興部水産課およ
び農村振興課
※縦覧期間は30日間、意見
提出期限は縦覧終了日から
10日間

お問い合わせ先：
　宗谷総合振興局稚内建設
　管理部事業室治水課
　電話：0163-33-3734

自賠責保険・共済なしでの運行
は法令違反です！

　自賠責保険・共済は、万一の自動車
事故の際の基本的な対人賠償を目的と
して、自動車損害賠償保障法に基づき、
原動機付自転車を含む全ての自動車に
加入が義務付けられており、自賠責保
険・共済なしで運行することは法令違
反ですのでご注意ください！

天塩沿岸海岸保全基本計画
変更案の縦覧について

天塩沿岸海岸保全基本計画
変更案の縦覧について

お問い合わせ先：住民生活課 生活環境グループ　電話：５－１１１５ 告知端末機：５－８８１２

　北海道建設管理部および天塩警察署のご協力により、町内で事故が多発している酪農橋付近（町立診療
所横）交差点にドット線と停止線が設置されました。

　こちらの交差点は町道と道道が入り組み
道路標示が分かりづらくなっていて、今年に
入ってからすでに４件の交通事故が起きてい
ます。今回ドット線と停止線が設置され、一
時停止と優先道路の標示が分かりやすくな
り、より使いやすい交差点になりました。
　町内での交通事故０件を目標に、運転され
る際は、道路標識・標示などに十分注意し、
安全運転を心掛けましょう。

酪農橋付近交差点の道路標示設置のお知らせ

一時停止線

一時停止線

優先道路（ドット線）
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